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※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

今月の表紙：立派に育てたイワナを持つ數又貞男さん
かず また さだ  お

　「身に着けた人の生活を彩れることが
刺しゅうの魅力」と話す刺しゅう作家兼
イラストレーターの柴崎真理子さん。自
身の作品制作とその販売を手掛ける店舗
を５月に栗駒地区の六日町通り商店街に
オープンしました。
　「もともとはデジタルでイラストを描
いていましたが、手に取れる形で作品を
残したいという思いから、刺しゅうを用
いたイラスト制作を始めました」ときっ
かけを話す柴崎さん。独学で技術を磨き、
２年前、友人２人と共にそれぞれの分野
で栗原を表現した展示会を開催し、刺しゅ
う作品を初めて展示しました。「発表の
機会を得たことで、作品を人に見てもら
う楽しさを知り、現在の活動につながっ
ています」と当時を振り返ります。
　もともと神奈川県に住んでいた柴崎さ
んは、移住定住イベントで六日町通り商
店街を知り夫婦で移住しました。「微力
ですが、このアトリエ兼店舗を通じて商
店街がよりたくさんの人でにぎわう場所
になってほしい」と地域への思いを語り
ます。
　店舗運営と作家活動の両立に意欲を見
せる柴崎さんの挑戦はこれからも続きま
す。
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　「もともとはデジタルでイラストを描
いていましたが、手に取れる形で作品を
残したいという思いから、刺しゅうを用
いたイラスト制作を始めました」ときっ
かけを話す柴崎さん。独学で技術を磨き、
２年前、友人２人と共にそれぞれの分野
で栗原を表現した展示会を開催し、刺しゅ
う作品を初めて展示しました。「発表の
機会を得たことで、作品を人に見てもら
う楽しさを知り、現在の活動につながっ
ています」と当時を振り返ります。
　もともと神奈川県に住んでいた柴崎さ
んは、移住定住イベントで六日町通り商
店街を知り夫婦で移住しました。「微力
ですが、このアトリエ兼店舗を通じて商
店街がよりたくさんの人でにぎわう場所
になってほしい」と地域への思いを語り
ます。
　店舗運営と作家活動の両立に意欲を見
せる柴崎さんの挑戦はこれからも続きま
す。

【特集】
開拓者精神を受け継いで
～イワナ養殖発祥の地、耕英～
開拓者精神を受け継いで
～イワナ養殖発祥の地、耕英～

【特集】

彩りを紡ぐ刺しゅう作家

※くりはら人の情報
　をお寄せください

7 /１
Vol.４０６

2026

第
４
０
６
号

令
和
８
年
７
月
１
日
発
行

発
行
／
栗
原
市

編
集
／
企
画
部
市
政
情
報
課
 

宮
城
県
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番
１
号

☎
０
２
２
８（
22
）１
１
２
６

〒987
-2293

広報くりはら 

アンケート
フォーム

栗原市
ＬＩＮＥ

栗原市
Instagram

しば　さき　　 ま　  り　  こ

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

マイ広報紙

柴崎　真理子　さん（栗駒六日町）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙
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①栗駒山の中腹に広がる
開拓地、栗駒地区耕英

②食堂の「岩魚の館」でイ
ワナ料理に舌鼓を打つ
台湾南投市（姉妹都市）
からの観光客

③食堂で提供される品々。
定番の塩焼きと刺身。
看板料理の岩魚重は、
ふっくらと蒸し上げ甘
辛いタレを絡めた蒲焼
風の絶品

耕
英
に
生
ま
れ
て

貞
男
さ
ん
は
、
一
夫
さ
ん
の
長

男
と
し
て
、
昭
和
27
年
に
耕
英
で

生
ま
れ
た
開
拓
２
世
で
す
。

学
校
を
卒
業
し
た
頃
は
、
開
拓

地
で
農
業
を
行
っ
て
い
く
の
は
厳

し
い
と
感
じ
、
栗
原
に
就
職
先
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
上
京
し

て
貴
金
属
加
工
製
造
会
社
に
就
職

し
ま
し
た
。

東
京
で
仕
事
を
覚
え
、
大
都
会

の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
た
あ
る
日
、

仕
事
中
に
流
れ
て
い
た
ラ
ジ
オ
放

送
で「
イ
ワ
ナ
の
養
殖
が
日
本
で

初
め
て
耕
英
で
成
功
し
た
」と
い

う
話
題
に
触
れ
驚
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
故
郷
と
父
親
は
じ
め
開

拓
者
た
ち
の
偉
業
を
誇
り
に
思
い
、

望
郷
の
念
に
か
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
一
人
前
の
職
人
と
し
て

成
長
し
て
い
た
貞
男
さ
ん
で
し
た

が
、
耕
英
で
働
き
た
い
と
、
東
京

で
の
仕
事
を
辞
め
、
帰
郷
す
る
こ

と
を
決
意
し
ま
す
。

栗駒地区耕英はイワナ養殖発祥の地として
知られています。イワナ養殖の難しい技術に
挑戦し、その食文化を全国へ広めるきっかけ
を作った、亡き父の意志を受け継ぐ數又貞男
さん。

平成２０年岩手・宮城内陸地震、東日本大
震災など度重なる試練を乗り越え、養魚場を
守り続ける貞男さんの思いを紹介します。

耕
英
開
拓
の
歴
史

栗
原
の
大
地
を
潤
す
河
川
が
流

れ
出
す
、
栗
駒
山
の
中
腹
に
広
が

る
緑
豊
か
な
栗
駒
地
区
耕
英
。

現
在
、
23
世
帯
、
42
人
が
農
業

な
ど
を
な
り
わ
い
と
し
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
昭
和
22
年
、旧
満
州（
中
国
東
北

部
）開
拓
の
夢
が
破
れ
、命
か
ら
が

ら
帰
国
し
た
引
揚
者
と
、
農
地
を

求
め
た
県
内
の
人
々
が
移
住
し
た

開
拓
地
で
す
。

耕
英
に
新
た
な
人
生
を
か
け
た

開
拓
者
た
ち
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林

に
覆
わ
れ
た
未
開
の
地
を
、
血
の

に
じ
む
よ
う
な
努
力
で
切
り
拓
き
、

現
在
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

開
拓
当
初
は
、
食
料
も
満
足
に

手
に
入
れ
ら
れ
ず
、
電
気
も
水
道

も
な
い
隙
間
風
が
吹
き
荒
ぶ
あ
ば

ら
家
に
住
み
、
大
変
な
苦
労
だ
っ

た
と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
、
炭
焼
き
や
ナ
メ
コ
栽

培
な
ど
栗
駒
山
の
恵
み
を
生
か
し
、

生
活
の
糧
を
得
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
次
第
に
衰
退
し
、
新
た
な
生
活

の
糧
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
た
な 

な
り
わ
い
づ
く
り

昭
和
40
年
代
、
開
拓
者
た
ち
は
、

山
あ
い
に
住
む
人
の
貴
重
な
タ
ン

パ
ク
源
と
し
て
食
用
さ
れ
る
、
渓

流
魚
に
注
目
し
ま
し
た
。

地
域
の
資
源
を
生
か
そ
う
と
、

イ
ワ
ナ
の
養
殖
を
試
み
ま
す
。

昭
和
43
年
、
故
數
又
一
夫
さ
ん

が
養
殖
に
挑
戦
し
ま
す
が
、
思
う

よ
う
に
い
か
ず
失
敗
。
翌
昭
和
44

年
に
１
万
匹
の
ふ
化
に
成
功
し
、

さ
ら
に
昭
和
45
年
に
は
４
万
匹
に

な
り
、
事
業
化
の
目
途
が
立
ち
ま

し
た
。

そ
れ
ま
で
、
イ
ワ
ナ
の
養
殖
は

と
て
も
難
し
く
、
実
現
不
可
能
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
夫
さ
ん
は
イ
ワ
ナ

の
生
態
を
長
年
に
わ
た
り
観
察
し
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

成
功
に
至
り
ま
し
た
。

イ
ワ
ナ
養
殖
に
生
涯
を
捧
げ
る

実
家
に
戻
り
、
父
の
仕
事
を
引

き
継
ぎ
、
イ
ワ
ナ
養
殖
一
筋
の
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

両
親
が
他
界
し
た
後
は
、
夫
婦

で
養
魚
場
の
運
営
と
食
堂
の
切
り

盛
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

イ
ワ
ナ
は
冷
水
を
好
む
渓
流
魚

で
、
川
の
源
流
域
か
ら
上
流
域
の

清
流
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ワ
ナ
が
生
き
る
た
め

に
は
、
水
中
に
酸
素
が
多
く
含
ま

れ
る
環
境
が
重
要
で
、
大
量
の
澄

ん
だ
水
を
常
に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

数
又
養
魚
場
で
は
、
養
殖
用
の

い
け
す
に
、
近
く
を
流
れ
る
沢
か

ら
、
水
を
引
き
込
ん
で
い
ま
す
。

沢
の
水
量
は
雨
と
雪
な
ど
に
左

右
さ
れ
、
一
年
を
通
し
て
一
定
で

な
い
た
め
、
常
に
水
量
を
最
適
に

調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
な
ど
で
取
水
口
に
木
の
枝

や
落
ち
葉
な
ど
が
詰
ま
る
と
、
水

量
が
十
分
に
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
イ
ワ

ナ
は
す
ぐ
息
絶
え
て
し
ま
う
の
で
、

ど
ん
な
に
荒
れ
た
天
候
で
も
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

雨
の
日
も
　
雪
の
日
も

雨
の
日
も
、
風
の
日
も
、
凍
て

つ
く
吹
雪
の
日
も
、
數
又
さ
ん
夫

婦
は
３
６
５
日
、
１
日
も
手
を
休

め
る
こ
と
な
く
、
水
の
管
理
を
行

い
、
イ
ワ
ナ
の
生
育
状
態
を
確
認

し
て
エ
サ
を
与
え
ま
す
。

生
き
物
が
相
手
な
の
で
、
１
日

た
り
と
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
養
殖
の
作
業
。
イ
ワ
ナ
の
養
殖

に
休
み
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
婦
で
泊
り
の
旅
行
に
出
か
け

た
の
は
、
実
に
新
婚
旅
行
の
時
だ

け
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
へ

イ
ワ
ナ
の
養
殖
に
成
功
す
る
と
、

イ
ワ
ナ
を
仕
入
れ
た
耕
英
の
温
泉

旅
館「
新
湯
温
泉 

く
り
こ
ま
荘
」が

イ
ワ
ナ
料
理
を
創
作
し
て
売
り
出

し
た
こ
と
で
、耕
英
の
名
物
と
な
っ

た
イ
ワ
ナ
が
大
勢
の
観
光
客
を
呼

び
、
地
域
を
潤
わ
せ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
イ
ワ
ナ
は
マ
ス
な
ど

他
の
渓
流
魚
よ
り
も
生
育
に
時
間

が
か
か
る
上
に
、
養
殖
は
自
然
環

境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
出
荷
量
が
安
定
し
な
い
と
い

う
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
仕
入
れ
元

の
温
泉
旅
館
と
し
て
は
、
料
理
を

安
定
供
給
で
き
な
い
イ
ワ
ナ
は
、

取
り
扱
い
が
難
し
い
商
品
で
す
。

そ
こ
で
、
数
又
養

魚
場
で
は
安
定
供
給

に
課
題
が
あ
る
イ
ワ

ナ
を
出
荷
せ
ず
、
自

家
消
費
に
切
り
替
え

る
べ
く
、
自
ら
イ
ワ

ナ
料
理
を
提
供
す
る

た
め
、
食
堂
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

イ
ワ
ナ
の
生
産
だ

け
で
な
く
、
食
品
加

工
と
販
売
ま
で
を
一

体
的
に
行
い
、
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み

出
す
、
６
次
産
業
化

に
い
ち
早
く
取
り
組

ん
だ
の
で
す
。

② ③ ①

 かず また さだ お
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お
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二
人
三
脚
の
採
卵
作
業

栗
駒
山
を
彩
る
紅
葉
が
終
わ
り
、

初
冠
雪
が
近
づ
く
頃
、
養
殖
で
最

も
大
切
な
採
卵
作
業
を
行
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
卵
を
腹
に
抱
え
た

メ
ス
を
取
り
上
げ
、
卵
を
搾
り
取

り
、
オ
ス
の
精
子
を
素
早
く
振
り

か
け
ま
す
。

こ
の
作
業
は
慎
重
さ
が
求
め
ら

れ
る
力
作
業
で
、
一
人
だ
け
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
長
年
寄
り
添
っ
た

夫
婦
が
息
を
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
、

作
業
を
手
際
よ
く
進
め
ま
す
。

受
精
卵
を
丁
寧
に
洗
い
、
生
ま

れ
た
稚
魚
を
室
内
で
大
切
に
育
て

る
姿
は
、
ま
る
で
我
が
子
の
成
長

を
見
守
る
か
の
よ
う
で
す
。

試
練
を
乗
り
越
え
て

イ
ワ
ナ
養
殖
に
初
め
て
成
功
し
、

産
み
の
苦
し
み
を
乗
り
越
え
、
事

業
を
軌
道
に
乗
せ
た
数
又
養
魚
場

で
す
が
、
そ
の
後
は
決
し
て
順
風

満
帆
で
な
く
、
度
重
な
る
試
練
に

見
舞
わ
れ
ま
す
。

豪
雨
災
害
や
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
で
は
イ
ワ
ナ
が
全
滅
し
、長
期

の
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
で
は

そ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い
た

沿
岸
部
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
、

原
発
事
故
に
よ
り
イ
ワ
ナ
の
出
荷

制
限
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
途

上
に
食
堂
が
火
災
に
遭
い
営
業
が

で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
も
客
足
が

激
減
し
、
経
営
に
大
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

事
業
の
脅
威
と
な
る
の
は
、
自

然
災
害
だ
け
で
な
く
、
近
年
は
ク

マ
や
サ
ギ
な
ど
野
生
鳥
獣
に
よ
る

食
害
も
深
刻
で
、
常
に
逆
境
で
の

闘
い
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
笑
顔
が
支
え
に

數
又
さ
ん
夫
婦
は
、
事
業
の
継

続
を
諦
め
た
く
な
る
ほ
ど
の
試
練

に
遭
っ
て
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

養
殖
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

日
々
の
養
殖
の
作
業
は
重
労
働

で
、
繁
忙
期
に
は
料
理
の
下
ご
し

ら
え
の
た
め
、
深
夜
ま
で
作
業
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
も
夫
婦
そ
ろ
っ
て
元
気
に
働

い
て
い
ま
す
が
、
二
人
と
も
古
希

を
過
ぎ
、
若
い
頃
の
よ
う
に
動
け

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
変
な
苦
労
を
し
て
ま
で
事
業

を
続
け
る
理
由
を
伺
う
と
、
妻
の

八
千
代
さ
ん
は「
イ
ワ
ナ
料
理
を

待
ち
望
む
お
客
様
の
笑
顔
が
見
た

い
か
ら
」と
言
い
ま
す
。

開
拓
者
精
神
を
受
け
継
い
で

雨
の
日
も
雪
の
日
も
作
業
の
手

を
止
め
ず
、
数
々
の
試
練
に
毅
然

と
立
ち
向
か
い
、
こ
と
ご
と
く
打

ち
勝
っ
て
き
た
貞
男
さ
ん
。

「
イ
ワ
ナ
が
い
る
限
り
、
父
が
苦

労
し
て
立
ち
上
げ
た
養
殖
を
や
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
、穏
や

か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
ワ
ナ
養
殖
を
初
め
て
成
功
さ

せ
、
耕
英
と
言
え
ば
イ
ワ
ナ
と
言

う
ほ
ど
、
地
域
振
興
に
大
き
く
貢

献
し
た
先
駆
者
と
し
て
、
耕
英
の

イ
ワ
ナ
養
殖
を
絶
や
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

貞
男
さ
ん
の
言
葉
か
ら
、
未
開

の
地
を
自
ら
の
手
で
切
り
拓
き
、

新
た
に
故
郷
を
創
り
あ
げ
た
、
親

世
代
の
熱
い
開
拓
者
精
神
を
受
け

継
ぐ
者
と
し
て
の
誇
り
と
自
負
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

①暴れるイワナを二人で抑えて採卵する。息を合わせ慎重に作業
を進める

②採卵する立派に成長したイワナを抱える夫婦。イワナの状態を
慎重に見極め採卵作業日を決める

③生命を宿した受精卵を清流で洗い、室内で大切に見守る
④イワナは受精後50日ほどで卵からかえる。稚魚の時期はとても

繊細なので水の管理に気を遣う

②

④

③

①

花 山
花山養魚場（野口商店）

イワナの養殖を行い、鮮魚と
炭火焼を販売しています。
□問 ☎（５６）２９６９

湯浜温泉 三浦旅館
大自然に囲まれ味わう塩焼き、

骨酒が人気です。
□問 ☎０９０（８９２５）０２０４

花山温泉 温湯山荘
昼食の塩焼き、宿泊者向け夕

食の味噌田楽焼、にぎり寿司、
唐揚げなどが好評です。
□問 ☎（５６）２０４０

温湯温泉 佐藤旅館
イワナの押

し鮨、漬け丼
など、栗原の
新たな名物と
なる商品開発
に取り組んで
います。

（要予約）
□問 ☎（５６）２２５１

手打ちそば 花舞の里
骨まで食べられる香ばしい炭

火焼岩魚の天ぷらが人気です。
□問 ☎（５６）２１７０

山菜茶屋 ざらぼう
うまみが凝縮された寒風干し

が美味です。
□問 ☎（５６）２９８０

道の駅路田里はなやま
自然薯の館

イワナの素揚げや塩焼きが選
べる自然薯定食が不動の人気。
□問 ☎（５６）２２６５

湖畔のみせ 旬彩
炭火焼（塩焼き）が日曜日と祝

日などに提供されます。
□問 ☎（２４）８３０１

栗 駒
数又養魚場 岩魚の館

岩魚重と刺身などは要予約。
□問 ☎（４６）２１３６

熊谷養魚場
令和６年に釣り堀を再開しま

した。塩焼きも提供しています。
□問 ☎０８０（１８０８）５０４５

新湯温泉 くりこま荘
耕英でイワナ料理を確立した

立役者で、骨まで食べられる岩
魚丼は栗駒山の恵みをまるごと
堪能できる逸品です。宿泊者向
けの夕食はイワナ料理づくしで、
炊き込みご飯（要予約）が絶品。
イワナの田楽焼きと骨酒も名物
です。
□問 ☎（４６）２０３６

ハイルザーム栗駒
イワナのフリッター（洋風天ぷ

ら）を乗せた岩魚丼とくりこま
高原カレーが人気。
□問 ☎（４３）４１００

一 迫
遥菜養鱒場

小僧不動の滝の近くで令和７
年に釣り堀を始めました。
□問 ☎０９０（３１８７）０８６７

会席料理 丸勝
イワナの御造り、香草パン粉

焼きなどが好評。（要予約）
□問 ☎（５２）２０２８

築 館
まるよ食堂

料理人が丁寧に仕上げた刺身
が評判です。（要予約）
□問 ☎（２２）２０１８

栗原で楽しむ

イワナ
耕英から全国へと広がったイワナ養殖とイワナ

の食文化。
市内には４つの養魚場があります。塩焼きをは

じめ、刺身、天ぷら、押し鮨など、多彩なイワナ
料理を味わうことができる代表的な飲食店などを
紹介します。

 

や 

ち 

よ

はる　 な

特 集 開拓者精神を受け継いで
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　６月１３日（土）、栗駒地区の六日町通り商店街
で「くりこま夜市ナイトマーケット」が開催され、
市内外から多くの人が詰めかけました。
　当日は、ダンスやバンドによるステージイベン
トや、秋田県羽後町に伝わる国指定重要無形民俗
文化財「西馬音内盆踊り」が披露され、訪れた人々
を魅了しました。また、キッチンカーやハンドメ
イド雑貨など約６０店の出店もあり、にぎやかな
夜市となりました。
　次回は、７月１１日（土）に開催されます。

　６月６日（土）と７日（日）、栗駒地区耕英で西武
塾特別講座「見つける・気づく・つながる～
Biomeで学ぶ森のいのち～」が開催されました。
　この催しは、栗駒山の中腹に広がる株式会社西
武不動産所有の森林を「西武の森」として位置付け
て保全し、地域の活性化につなげようと株式会社
西武ホールディングスが主催したもので、昨年８
月に締結した連携協定に基づく取り組みです。
　当日は、５組の親子が参加し、専門ガイドの解
説に耳を傾け、西武の森の豊かさを体感しました。

　７月２８日（火）と２９日（水）、東京都千代田区
の日本武道館で開催される「第６０回記念全国道
場少年剣道大会」に若柳剣道スポーツ少年団に所
属する若柳小学校５年の髙橋季弥さん（若柳内谷
川）、６年の千葉初生さん（若柳片町２）と遠藤莉
子さん（若柳かけ）が出場します。
　３人は「毎週、こつこつと稽古を重ねてきまし
た。全国の強豪チームを相手に、１つでも多く勝
ち進みたい」と全国大会への意気込みを語り、本
番に向け稽古に一層熱が入っています。

　５月２８日（木）、志波姫地区のエポカ２１で「台
湾農創 × 栗登一平プロモーションフォーラム」を
開催しました。
　この催しは、台湾中部にある台湾農創興業股份
有限公司と岩手県一関市による農産物・加工品の
販売協力に関する覚書締結をきっかけに、栗原
市、登米市、一関市、平泉町が共同で実施したも
のです。
　当日は、約１００人が参加し、相互に地域の特
色や農産物を紹介して交流を深めました。

旭日重光章（畜産物加工業振興功労）

　この度の受章は、
従業員や生産者、
そして業界に携わ
る多くの人に支え
ていただいた、た
まものです。心よ
り感謝しています。

元伊藤ハム株式会社社長
柴山 育朗 さん（若柳有賀）
しば やま    いく ろう

旭日小綬章（地方自治功労）

　身に余る栄誉を
たまわり、地域の
皆さまに感謝して
います。今後も、
一市民として、微
力ながら地域貢献
に励みます。

元栗原市議会議員
佐藤 勇 さん（若柳米ヶ浦１）

さ  とう   いさみ

瑞宝双光章（消防功労）

　指導や協力をい
ただいた皆様と家
族に感謝していま
す。これからも安
全・安心で住み良
い栗原であること
を願っています。

元栗原市消防監
小野寺 勝典 さん（若柳我門）

お    の   でら    かつ のり

瑞宝双光章（防衛功労）

　この度の受章は、
身に余る光栄です。
約３６年勤務し、
陸上自衛隊で培っ
た経験を糧に今後
も精進していきま
す。

元１等陸尉
田代 多一 さん（一迫八幡）

た   しろ     た   いち

藍綬褒章（更生保護功績）

　受章に当たり、
皆様の支えに感謝
します。関わった
人 た ち と 歩 ん だ
日々を励みに、こ
れからも努めてい
きます。

ご  とう    かず ひろ

旭日単光章（地方自治功労）

　この受章に、深
く感謝します。
　いつの時代でも
課 題 が あ り ま す
が、これからも地
域の発展を願って
います。

元志波姫町議会議員
堀江 満壽 さん（志波姫大平）
ほり   え     まん じゅ

瑞宝双光章（教育功労）

　いただいた栄誉
は、これまで多く
の人の協力や励ま
し の お か げ だ と
思っています。改
めて感謝を申し上
げます。

元公立小学校長
千葉 勇壽 さん（金成沢辺下）

ち    ば     ゆう じゅ

旭日単光章（中小企業振興功労）

　今回の受章は、
地域の皆さまと会
員の皆さまの温か
いご支援のたまも
のです。今後も地
域の発展に尽力し
ます。

現一迫花山商工会会長
佐藤 倫治 さん（花山座主）

さ   とう    りん   じ

瑞宝双光章（消防功労）

　団員や地域の皆
さん、家族の協力
のおかげで活動が
できました。いい
仲間に恵まれたこ
とにも感謝してい
ます。

元栗原市消防団団長
二階堂 芳郎 さん（金成小堤）

に   かい どう    よし ろう

瑞宝単光章（消防功労）

　地域の皆さんの
協力により、４４
年間の活動ができ
ました。これから
も地域の皆さんと
共に、歩んでいき
ます。

元栗原市消防団副団長
千田 忠良 さん（金成畑１）

ち    だ     ただ よし

瑞宝単光章（消防功労）

　活動で得た人と
のつながりは、プ
ラスになることが
多かったです。こ
れからも地域防災
に協力をしていき
ます。

元栗原市消防団副団長
袋 作夫 さん（高清水１０区）
ふくろ  さく   お

                                                                                        たか  はし  とき    や 

                                            ち     ば     う     い                                                                             えん  どう    り

こ

〔左から〕千葉さん、髙橋さん、遠藤さん

                                   くり   と    いっ  ぺい

                                                                                                               たい  わん  のう  そう  こうぎょう  こ   ふん

ゆう  げん  こう   し

バ イ オ ー ム

保護司
後藤 和　 さん（金成沢辺下）

に し も な い

今年もくりこま夜市を開催

西武の森の豊かさを体感

少年剣士の頂点を目指す

台湾へ輸出拡大を見すえて

　国家や公共事業に対して功労のあった人に与えられる、令和８年春の叙勲が発表され、市内から
６人に勲章が授与されました。

春の叙勲

　国や公共に対して功労が
あり、８８歳に達した人に
勲章が授与されました。

高齢者叙勲

　危険性の高い業務に精励した２人に、勲章が授与され
ました。

危険業務従事者叙勲
　更生保護に功績のあった後藤
さんに褒章が授与されました。

春の褒章
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栗原市Facebook
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　５月３０日（土）、栗原文化会館で市民講座「くり
でんミュージアムが出来るまで。」を開催しました。
　この催しは、くりはら田園鉄道の廃線から２０
年、くりでんミュージアム開館から１０年の歩みを
振り返るもので、第１回目講座の当日は「鉄道史の
中のくりでん」をテーマに、立教大学名誉教授の老
川慶喜氏と、一橋大学教授の高嶋修一氏が登壇しま

した。
　参加した約４０
人は熱心に耳を
傾け、ミュージ
アムの存在意義
や保存資料の価
値に理解を深め
ました。

　５月１５日（金）、第９９回ジャパン・フード・セ
レクションの食品・飲料部門で志波姫地区の株式会
社大平昆布が最高賞のグランプリを受賞しました。
　この賞は、日本フードアナリスト協会が主催する
商品コンテストで、商品開発のプロなど全国にいる
食の専門家２万３千人が商品評価を行うものです。
　受賞にあたり、同社の藤田洋生代表取締役社長は

「大手メーカー
の受賞が多い中、
受賞できたこと
に驚いています。
これからも、良
い商品づくりを
続けたい」と受
賞を喜びました。

　６月１３日（土）から栗原文化会館で「黒澤達矢の
鳥瞰図・原画展」を開催中です。
　この催しは、市出身でイラストレーターの黒澤達
矢氏が制作した鳥瞰図などを展示したものです。
　鳥瞰図は、都市の景観や地形などを上空から見た
ように描くもので、会場には原画など約１７０点を
展示しています。

　展示会初日は、
黒澤氏自ら作品
の解説を行い、
来場者は熱心に
耳を傾けていま
した。原画展は、
７月２６日（日）
まで開催します。

　６月１４日（日）、一迫山王史跡公園あやめ園を会
場に「第３８回みちのく鹿踊大会」が開催されました。
　この催しは、ハナショウブが見頃を迎えるこの時
期に合わせて、一迫観光協会が開催しているもの
で、毎年多くの観光客が訪れる人気のイベントに
なっています。
　当日は、市内や県外から５つの鹿踊り団体が出演

し、素早い動き
と太鼓の響きで
来場者を魅了し
ま し た。ま た、
観客たちは、演
舞に見入り、大
きな拍手を送っ
ていました。

　６月７日（日）、細倉マインパークを会場に「第２４
回小さな町の小さなカーフェスタ」が開催されました。
　県内外から自動車とオートバイ合わせて約３４０
台の出展があり、普段目にすることができない名車
を見ようと家族連れなど約３千人が来場しました。
　来場者は、名車を前に記念撮影を楽しんだ他、昔
懐かしい雑貨や自動車部品などのフリーマーケット

で買い物を満喫
していました。
大人から子ども
まで幅広い世代
が思い思いの時
間を過ごし、笑
顔があふれる１
日になりました。

　結婚後は、農業で
家族を支えました。
　現在は、自宅の
茶の間でくつろぐ
日々を送り、夕方
には、カーテンを
しめるなど家事の
手伝いを日課とし
ています。

か   とう    えい   こ

　夫婦で稲作やタ
バコ栽培に精を出
し、４人の子ども
を育て上げました。
　夫婦共に１００
歳を迎えた今は、
高齢者福祉施設で
穏やかな日々を過
ごしています。

　これまで、季節
になると山菜を取
り、料理すること
を楽しんできまし
た。
　現在は、高齢者
福祉施設で、元気
にゆったりと過ご
しています。

　若い頃は、農業
の傍ら地区の旅行
や海外旅行を楽し
みました。
　 最 近 は 、 デ イ
サービスに通いな
がら、ひ孫に囲ま
れて賑やかに過ご
しています。

　長生きの秘訣は、
畑仕事と、好き嫌
いせずに何でもよ
く食べることです。
　現在は、孫やひ
孫に会うことや、
カラオケや野菜作
りを楽しみに過ご
しています。

たか はし    いわ   こ

千葉 けい子 さん
（築館西町）

ち    ば                     こ

髙橋 より子 さん
（若柳福岡）

たか はし                    こ い   とう

加藤 惠子 さん
（若柳大林２）

髙橋 岩子 さん
（一迫南沢）

伊藤 きねこ さん
（若柳片町２）

                                                                                                                                                                               おい

かわ  よし  のぶ                                                                                  たか  しま しゅういち

                                                                                                                                                くろ  さわ  たつ   や

ちょうかん   ず

　７月２２日（水）から８月２１日（金）にかけて、近畿地方で開催され
る「令和８年度全国高等学校総合体育大会」に市内の選手たちが出場し
ます。

　７月２６日（日）から８月１
日（土）に、秋田県で開催の「第
５０回全国高等学校総合文化
祭」に市内の２人が出展します。

卓球
（団体・女子ダブルス）

山形城北高等学校
３年 鈴木 友莉亜 さん

（若柳米ヶ浦１）

すず  き     ゆ   り   あ

相撲
（団体・個人体重別）

加美農業高等学校
２年 熊谷 収さん

（栗駒上野）

くま がい  しゅう

ボート
（女子舵手つきクォドルプル）

佐沼高等学校
３年 佐藤 和花 さん

（若柳北二股）

さ  とう    わ    か
佐沼高等学校

２年 佐藤 百々花 さん
（若柳新山）

さ とう   も   も   か

陸上競技
（女子４×100ｍリレー）

仙台育英学園高等学校
３年 大場 諒音 さん

（築館西町）

おお  ば      り  おん

ホッケー
（男子）

築館高等学校 男子ホッケー部

書道

仙台育英学園高等学校
３年 千葉 真菜香 さん

（若柳かけ）

ち   ば     ま   な   か

美術・工芸

佐沼高等学校
３年 大場 朱璃 さん

（若柳米ヶ浦１）

おお  ば    しゅ  り

たい  へい  こん   ぶ

                                                                                ふじ   た    ひろ   お ひ   けつ

※６月１８日
（木）までに
出場が決定
し、情報提
供があった
選手を掲載
しています。

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

くりでんの歩みをたどる

職人技が最高賞に輝く

鳥の目線で街並みを楽しむ

勇壮な鹿踊りが競演

往年の名車が一堂に集合

大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆け抜け、思いを紡いで１世紀。
１００歳の誕生日を迎えた５人を紹介します。

長寿１００歳
おめでとうございます

夢へ躍進 青春の夏 近畿総体２０２６ あきた総文２０２６



みんなの健康

広報くりはら　令和８年７月１日　　１０１１　　広報くりはら　令和８年７月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

屋外作業中の熱中症に注意
５月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。

※了解を得た人のみ掲載しています。

市ウェブサイト

休日当番医・市の医療

●診察時間　午前９時～午後５時
●受診方法　必ず電話で症状を伝え受診
●持 ち 物　マイナ保険証など

※医療機関によっては、対応できない診療科目があります。
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を
　直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は
　右の二次元コードで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

夜間の救急対応
　夜間の救急患者の受け入れは、２次救急医療施設の栗原中央病院で対応しています。夜間は、限られたスタッ
フで対応するため、できるだけ、かかりつけ医などの医療機関を日中に受診してください。

医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１問

今年の夏も厳しい暑さが予想
されます。近年、農作業中など
に熱中症になる人が急増してい
ます。熱中症は、体に熱がこも
ることで起きるため、予防には
「暑さを避けること」と「水分補
給」が重要です。
今月は、屋外作業で気をつけ
たいポイントを紹介します。
熱中症は、適切な対策で防げ

ます。元気に夏を過ごせるように、
熱中症予防に取り組みましょう。

暑さを避ける
□高温が予想される日は作業を
避ける。

□涼しい時間帯に作業をする。
□日陰で風通しの良い場所を
選ぶ。

□つばの広い帽子をかぶり、直
射日光をさえぎる。

□汗を吸収し、乾きやすい素材
の服を着用する。

□首元を冷やすタオルや冷感グッ
ズを活用する。

水分補給とこまめな休憩
□喉の渇きを感じる前に、作業
の都度、水分補給をする。

□塩あめなどで塩分も補給する。
□作業時間を決めて、こまめに
休憩する。
単独作業は避ける
□複数人で作業を行う。
□作業中は、時間を決めて連絡
を取り合う。

―

―

―

―

7/5
（　）日

12
（　）日

19
（　）日

海の日

20
（　）月

26
（　）日

若柳消化器内科
［若柳］☎（32）2316

岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

達内科
［築館］☎（22）2655

までなクリニック
［築館］☎（25）4121

伊礼整形外科
［築館］☎（22）0066

たまがけ医院
［一迫］☎（52）5115

まるき内科クリニック
［志波姫］☎（24）8073

栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511

石橋病院
［若柳］☎（32）2583

高橋ハートクリニック
［瀬峰］☎（59）2005

くりこまデンタルクリニック
［栗駒］☎（49）3447

サトウ調剤薬局
［若柳］☎（25）4530

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

ヨネキ薬局 築館店
［築館］☎（21）1225

ドレミファ薬局
［築館］☎（24）8708

しぶや薬局
［築館］☎（21）2888

ひまわり薬局
［一迫］☎（57）6035

マリーン調剤薬局 志波姫店
［志波姫］☎（23）3520

さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566

恵薬局
［若柳］☎（32）6375

せみね調剤薬局
［瀬峰］☎（38）3178

（　　　）若　柳
鈴木 葵已さん
 すず き あお い

（　　　）若　柳
髙橋 佳乃さん
 たか はし よし の

（　　　）栗　駒
安藤 楓芽さん
 あん どう ふう が

（　　　）栗　駒
尾形 紅羽さん
 お がた くれ は

（　　　）栗　駒
菅原 琉聖さん
 すが わら る い

（　　　）栗　駒
鈴木 斗梛さん
 すず き とう な

（　　　）栗　駒
鈴木 陽菜さん
 すず き ひ な

（　　　）高清水
太齋 瑠汰さん
 だ ざい る た

（　　　）一　迫
尾形 和咲さん
 お がた     な ご み

（　　　）一　迫
亀谷 光希さん
 かめ や みつ き

（　　　）志波姫
佐藤 來白さん
 さ とう こ はく

（　　　）志波姫
菅原 美波さん
 すが わら み なみ

環境省
熱中症予防
情報サイト

（　　　）築　館
　賀 結月さん
 は が ゆ づき
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者

栗原南中学校　教諭　菅原 美香

※1人当たりの栄養価 ： 88kcal、たんぱく質4.3ｇ、塩分0.6ｇ

食べたものが私の体をつくる
すが わら     み    か

トマトとタマネギのカッテージチーズあえ

うじ いえ                 こ

　一迫小学校の児童たちは、木のぬくもりあふれる校舎で伸び
伸びと過ごしています。この校舎は平成１０年に「公共建築百
選」にも選ばれた、木の香りが漂う自慢の学校です。
　本校の特色は、地域内の幼稚園や保育所、特別養護老人ホー
ム山王との交流です。昨年の幼稚園との交流では、１年生が落
ち葉やドングリで作った「手作りおもちゃ屋さん」を開き、園児
たちを招待しました。お兄さんやお姉さんとして優しく接する
姿は、とても頼もしく見えました。
　今年度も合同避難訓練を行った他、園児との交流や学習発表
会への招待などを計画しています。これからも地域との関わり
を大切にし、互いを思いやる豊かな心を育んでいきます。

木に包まれた校舎と、地域に広がる交流の輪

　瀬峰子育て支援センターでは、７月
１５日（水）に講師を招いて「親子講
座」を行います。親子でわらべ歌を歌
いながら、ふれあい遊びを楽しみませ
んか。
　市内どこの地区からでも参加できま
す。ぜひ、参加してください。

ふれあい遊びを楽しもう

　５月２６日（火）と２７日（水）に、牛乳パックを使って絵合わせパズ
ルを作りました。親子で「どれを貼ろうか」と相談して、思い思いのイ
ラストを貼りました。完成したパズルで遊ぶと、思わず笑顔があふれ
ていました。

食生活改善推進員 高清水分会  氏家 とし子

●歯科相談
　築　館　２８日（火）　午前１０時３０分　　２４日（金）
●夏まつり
　若　柳　２２日（水）　午前１０時３０分　　１４日（火）
●スイカ割り
　栗　駒　１５日（水）　午前１０時　　　　　８日（水）
●カイロプラクティックをしよう
　高清水　　８日（水）　午前１０時３０分　　２日（木）
●おおきくなったかな
　一　迫　２１日（火）～２４日（金）　午前１０時
　金　成　１４日（火）　午前９時
　志波姫　１４日（火）　午前１０時３０分
●親子講座
　瀬　峰　１５日（水）　午前１０時３０分　　８日（水）
●縁日ごっこ
　鶯　沢　３１日（金）　午前１０時３０分　　２４日（金）
●水遊び
　花　山　　９日（木）　午前１０時３０分
　　　　　　　　　　　　花山農山村交流センター

申

申

申

申

申

申

　栗原南中学校では、２年生で食生活を学習します。最初の授業
で「今、食べている食事が、１０年後の自分の体をつくる」と話
すと、多くの生徒は、きょとんとした表情を浮かべます。これ
は、普段の食生活が、将来の健康につながることを毎日の暮ら
しの中であまり意識していないことの表れです。
　そこで、食を通した体づくりを意識してもらうため「中総体
応援メニュー」を考案しながら学習を進めました。大会など、
練習と違った場面でも、パフォーマンスが発揮できる栄養を取
り入れた食事をグループで考えました。その結果、生徒たちか
らは「毎日の食事のバランスを考えて食べたい」、「食事を作っ
てくれる家族に感謝」といった声が聞こえてきました。
　生徒たちには、食事を通して心も体も成長してほしいです。

❶

❷

❸

❹

タマネギは皮をむき縦半分に切る。
切り口を下にして繊維を断つよう
に薄切りし、ボウルに入れる。塩
を振り入れ、手でしっかりともみ、
しんなりとしたら水気を絞る。
トマトは湯むきをし、縦半分に切
る。切り口を下にして、横に５ミ
リメートル幅に切る。
ボウルに①と②を入れ、カッテー
ジチーズとあえる。
器に盛り付け、千切りした青シソ
をのせる。オリーブオイルをかけ
て出来上がり。

つくり方材料（４人分）
トマト
 中玉2個（約300g）
タマネギ
 1個（約150g）
カッテージチーズ
 100g
青シソ 2枚
塩（減塩タイプ）
 小さじ1/2
オリーブオイル
 小さじ4

ポイント 暑い夏にも手軽にさっぱりと食べられます。

記号の説明 申込期限申 場 場所

場

７月

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト

手作りおもちゃをつくろう
若柳子育て支援センター

センターからの連絡帳
　次の行事に参加を希望する場合は、センターに電話で予約してください。
●縁日ごっこ
　金　成　　８月６日（木）　　午前１０時３０分　　　２８日（火）
●食育相談
　志波姫　　８月５日（水）　　午前１０時　　　　　　３０日（木）

申

申

子育て支援センター
【利用時間】月～金曜日 午前９時～午後５時
　　　　　土曜日（交代制） 午前９時～午後５時

※土曜日に利用できるセンターは、毎月変わります。

●７月の土曜日に利用ができるセンター

●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

一迫小学校

ア ル バ ム
思い出の

市内にお住まいの人なら、どの
センターでも利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に
遊びに来てください。

センター名 利用可能日 休業日
瀬　峰 　４日（土）
鶯　沢 １１日（土） 　６日（月）

センター名 利用可能日 休業日
志波姫 ２５日（土） ２１日（火）
若　柳 ８月１日（土）７月２７日（月）

金　成 １８日（土） １３日（月）
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イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

7 月
202６年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例

母子手帳交付日　　　9：00～１２：００ 市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403金成延年閣　　　　　 10：30～11：30
イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳総合支所　 14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（水）

２ 日（木）

３ 日（金）

４ 日（土）

５ 日（日）

６ 日（月）

７ 日（火）

８ 日（水）

９ 日（木）

１０ 日（金）

１１ 日（土）

１２ 日（日）

１3 日（月）

１4 日（火）

１5 日（水）

16 日（木）

17 日（金）

18 日（土）

19 日（日）

20 日（月）

21 日（火）

22 日（水）

23 日（木）

24 日（金）

25 日（土）

26 日（日）

27 日（月）

28 日（火）

29 日（水）

30 日（木）

31 日（金）

栗原市メンタルヘルス相談 3日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 10日（金）
精神保健福祉士による依存症専門相談

（アルコール・ギャンブルなど） 3日（金） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 8日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 6日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 9日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 14日（火）、 28日（火）

瀬峰総合支所 16日（木）

各保健推進室10：00～12：00すくすく育児相談 17日（金）築館保健センター

各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 24日（金） 17日（金）市役所

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 8日（水）、 25日（土）

こす もす

11：00～12：004日（土）、 18日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日
11：00～12：0015日（水）

若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313
19：00～20：008日（水）、 22日（水）

前日
栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

10：30～11：30毎週土曜日（11日除く）
かんたん筋トレストレッチ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45栗駒総合体育館 毎週金曜日

19：00～20：00
前日 栗駒総合体育館 （45）5885やさしいヨガ教室 栗駒総合体育館

毎週水曜日（29日除く）

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 11日（土）市民活動支援センター

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

つきだて朝市 6：00～7：30
19日も開催 市役所前 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

子ども食堂まるっと栗原３周年記念 10：00～13：30 若柳公民館 ＮＰＯ法人まるっと栗原
090（3724）8697

くりはらの医療介護フェア 10：00～15：30 栗原文化会館 在宅医療・介護連携支援センター
（21）5357

第42回山王史跡公園あやめ祭り 8：30～17：00 一迫山王史跡公園あやめ園 一迫観光協会
（52）2114

南くりこま高原一迫ゆり園ゆりまつり 10：00～15：00
12日まで 南くりこま高原一迫ゆり園 一迫ゆり園おこし協力隊

090（7525）9723

細倉マインパーク観光坑道ガイド 10：00～15：00
毎週日曜日に開催 細倉マインパーク 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836

くりはら遺跡発掘「令和7年度実施
の発掘調査展」

9：30～16：30
9月13日まで

一迫埋蔵文化財センター
（山王ろまん館）

文化財保護課
（42）3515

東北職業能力開発大学校
オープンキャンパス 10：00～14：30 東北職業能力開発大学校 東北職業能力開発大学校

（22）6614

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 鶯沢総合支所

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429瀬峰公民館

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

第43回くりこま夜市ナイトマーケット 15：00～20：00 六日町通り商店街 ナイトマーケット実行委員会
kurikoma.yoichi@gmail.com

栗原市視覚障害者情報交流会 13：00～15：30 市民活動支援センター 宮城県視覚障害者情報センター
022（234）4047

第61回宮城水彩展栗原展 10：00～17：00
26日正午まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

第２回栗駒山麓ジオパーク講座 9：00～12：00 藍染湖ふれあい公園
荒砥沢地すべり冠頭部〔栗駒〕

栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

第４回くりはら神楽まつり 9：30～16：00 栗原文化会館 栗原市神楽保存伝承協議会
事務局090（1062）3777

2026くりこま山車まつり（宵祭） 14：30～21：00 岩ケ崎馬場通り、六日町通り くりこま山車まつり実行委員会
（45）2114

2026くりこま山車まつり（本祭） 9：00～12：00 岩ケ崎馬場通り、六日町通り くりこま山車まつり実行委員会
（45）2114

細倉マインパークカンテラまつり 9：30～17：00
8月31日まで 細倉マインパーク 細倉マインパーク

（55）3215

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕オレンジカフェ　いちごの花 10：00～12：00 コミュニティカフェ　ル・リアン

〔志波姫〕
オレンジカフェ　いちごの花
090（8252）6669

オレンジカフェ　六日町 10：00～12：00 オレンジカフェ　六日町
（49）1565

グループホーム
チャレンジド岩ケ崎

オレンジカフェ「こっから」 10：00～12：00 オレンジカフェ「こっから」
（24）8512文具・雑貨さるぶん〔栗駒〕

こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 28日（火） 27日（月）栗原中央病院

オレンジカフェ「アクア」 13：30～15：30 オレンジカフェ「アクア」
（24）7820

高清水保健福祉センター
（ほっと館）

オレンジカフェ『どんぐり』 10：00～12：00 オレンジカフェ『どんぐり』
080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

オレンジカフェ「つづらふじ」 10：00～12：00 オレンジカフェ「つづらふじ」
090（8788）3059一迫老人福祉センター

第２7回白鳥省吾賞受賞作品展 9：00～16：30
8月30日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり せい　ご

黒澤達矢の鳥瞰図・原画展 10：00～17：00
26日まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234
くろ  さわ たつ  や　　　ちょうかん  ず

マチカリ 11：00～15：00 築館総合支所 築館商店会　柴田
090（2989）8179

くりはら　おと♪の市 11：00～16：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

レールバイク乗車会 10：00～15：30
19日も開催 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

岩石標本をつくろう！ 10：30～11：30 栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

市民講座くりでんミュージアムが
できるまで。 14：00～16：00 栗原文化会館 くりはら田園鉄道公園

（24）7961
くりでん乗車会 10：00～15：30 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

伊豆沼・内沼はすまつり 8：00～
８月30日まで 伊豆沼・内沼 田園観光課

（22）1151

※ オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

瀬峰総・高清水総延年閣

延年閣

築館

築館

築館・若柳・栗駒

若柳・イオン・志波姫小

若柳・イオン・志波姫小

瀬峰総・高清水総

鶯沢小・鶯沢総

鶯沢小・鶯沢総

若柳・イオン・志波姫小

鶯沢総

築館

海の日
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※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

栗駒山麓ジオパーク特産商品「栗駒山麓のめぐみ」
　第５回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、地元食材にこだわった料理と癒しのひと
ときを提供する「サロン・ド・テ・クリハラ」の商品を紹介します。

●田んぼの中にたたずむカフェ
　若柳地区の「サロン・ド・
テ・クリハラ」は、田園風景に
溶け込み、駐車場に立つ青い旗
が目印のカフェです。伏見さん
夫婦が営む、落ち着いた雰囲気
の店内は、グランドピアノが目
を引き、音楽とおいしい食事が
訪れた人たちを癒やします。こ
こでしか味わえない食事やス
イーツ、紅茶を求めて市外から
のリピーターも多く、人気店と
して親しまれています。

●認定商品の魅力
　今回「栗駒山麓のめぐみ」に認
定した２商品を紹介します。
□ＩＲＯＤＯＲＩカレー
　地元の旬の野菜をたっぷりと
使ったこのカレーの特徴は、訪
れるたびに「彩り」と「味わい」が
変わることです。季節ごとに顔
ぶれが変わる野菜は、カレーに
彩りを添えるだけでなく、地元
食材だからこそ出せる深い味わ
いをもたらしてくれます。その
時々の地域の恵みを、ぜひお皿
の上で感じてください。

□栗原産米粉クッキー
　米どころの栗原産の米粉を使
い、軽やかなサクサク食感と、
かむほどに広がるお米の優しい
甘みが魅力の商品です。市の公
式マスコットキャラクターをか
たどったクッキーなど３種類の
形があり、どれもかわいらしく、
お土産にもお薦めです。

▲落ち着いた雰囲気の店内

栗駒山麓ジオパーク講座２０２６受講者募集
　毎年好評の栗駒山麓ジオパーク講座を６月から開催しています。
　１２月までの全６回講座で、ジオパークのことや、この地で起き
た災害のことなど、栗原の自然の魅力を学ぶプログラムです。
第２回栗駒山麓ジオパーク講座
●日　　時　７月１８日（土）　午前９時～正午
●場　　所　藍染湖ふれあい公園、荒砥沢地すべり冠頭部（栗駒）
●内　　容　□平成２０年岩手・宮城内陸地震と山地災害
　　　　　　□荒砥沢地すべりの発生原因
●申し込み　７月１１日（土）まで右のＱＲコードから申し

込みください
※詳しくは、ウェブサイトで確認してください。

空き家と移住
垣谷 美雨 著　朝日新聞出版

　路代は田舎にある古びた実家を売りに
出したが、買い手は現れず、危機感を強
めていく。一方、都内のマンションの家
賃高騰に嫌気が差した史緒里と大河は、
ネットで路代の家に目を留め…。

かぶとむしがにげた！
たしろ ちさと 作　福音館書店

　ぼくの大事なかぶとむしが、虫かごか
ら逃げちゃった！家の中にいるはずなの
に、ちっとも見つからない。その夜、寝
ていたら、カサコソ、ブウウーンと音が
して…。

かき    や        み     う

学年を超越した団結力
　迫桜高等学校では、毎年７月の２日間、スポーツ大会を
開催しています。種目はバレーボールやドッジボール、
ボッチャや障害物競争など、盛りだくさんの内容です。毎
年、観戦する側も参加する側も楽しめる行事で、生徒たち
はこの大会をとても楽しみにしています。
　期間中、最も白熱するのは、大会名物のクラス対抗綱引
きです。クラス対抗でありながら、クラスも学年も越えて
熱中する様子は毎年圧巻で、競技と応援に没頭する生徒の
姿には、すがすがしいほどの美しさがあります。
　また、大会では、クラスごとにオリジナルのＴシャツを
製作して着用します。生徒たちは話し合いを重ねてデザイ
ンを決定し、背中には遊び心あふれるメッセージやニック
ネームを刻んで個性を光らせています。このクラスＴシャ
ツ製作も、本校にとって大切な伝統の１つです。
　今年も生徒たちが最高の団結力を発揮し、有意義な大会
となることを期待しています。

▲円陣を組んで士気を高める生徒たち

▲種目ごとに白熱する攻防戦

●七夕おはなし会
日時　７月４日（土）
　　　午後２時３０分～３時
場所　市立図書館
内容　絵本の読み聞かせ、パネルシア

ター、手遊び
●子どもの本展示会
期間　７月１８日（土）～２６日（日）

※２０日（月）・２１日（火）は休館日です。
場所　市立図書館
展示物　児童書４００冊（絵本、読み物、

調べものをするための本など）
※展示物は宮城県図書館からの借用資料のため貸
出できません。会場内でお読みください。

　図書館１階にある情報交換プラザは、個
人やグループの作品展示スペースとして、
無料で利用できます。作品の展示を希望す
る人は、図書館まで問い合わせください。

情報交換プラザ展示
Googleフォーム

受講申込

い ろ ど り

▲ジオパーク講座の様子

▲栗原産米粉クッキー

▲ＩＲＯＤＯＲＩカレー

サロン・ド・テ・クリハラ
栗原市若柳字川北大袋前１６番地１
営業日　火～土曜日
営業時間　午前１１時～午後４時
☎（３２）３９１６

ふし    み

116

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の
場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本

迫桜高等学校

お知らせ

迫桜高等学校
ウェブサイト
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●
申
込
期
限
　
８
月
31
日（
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第
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日
　
９
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日
）
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験
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場
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２
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度
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度
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民
サ
ー
ビ
ス
課
で
配
布
し

ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
電
子
申
請
ま
た

は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
持
参

ま
た
は
、
郵
送
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
試
験
案
内

ま
た
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
人
事
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）１
１
５
９

栗
原
市
病
院
事
業
職
員

採
用
試
験（
行
政
職
）

●
申
込
期
限
　
８
月
31
日（
月
）必
着

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
20
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
栗
原
中
央
病
院

●
試
験
方
法
　
第
１
次
試
験
の
後
、

合
格
者
を
対
象
に
、
第
２
次
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
職
種
、
採
用
人
数

　
行
政
職（
初
級
）
　　
数
人
程
度

●
採
用
日
　
令
和
９
年
４
月
１
日

●
申
し
込
み
　
試
験
案
内
と
申
込

書
　
は
、
栗
原
中
央
病
院
２
階

医
療
管
理
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
直
接

持
参
ま
た
は
、
郵
送
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-

２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

市
指
定
ご
み
袋
以
外
の

使
用
可
能
期
間
を
延
長

　
市
指
定
ご
み
袋
以
外
で
も
、
ご

み
出
し
が
で
き
る
期
間
を
延
長
し

ま
す
。

●
期
限
　
７
月
３1
日（
金
）

●
ご
み
の
出
し
方
　
市
指
定
の
ご

み
袋
を
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

次
の
出
し
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
袋
は
、
中
身
が
見
え
る
市
販

の
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
使
用
す
る
。

□
袋
の
大
き
さ
は
、
45
リ
ッ
ト

ル
以
内
。

□
表
示
の
記
入
は
、
必
ず
、
袋

に「
も
や
せ
る
ご
み
」ま
た
は
、

　「
も
や
せ
な
い
ご
み
」と
記
入

す
る
。

●
注
意
事
項
　
次
の
袋
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

□
黒
色
な
ど
の
中
身
の
見
え
な

い
袋
。

□
他
の
市
町
村
の
指
定
ご
み
袋
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
開
放
し
ま
す

　
県
内
で
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
た
際
に
、
市
が
指
定

す
る
施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー（
涼
め
る
場
所
）と
し
て
開
放

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ

　
今
か
ら
1
5
0
年
前
の
明
治
9

年（
1
8
7
6
年
）に
、
内
務
省
は

東
京
の
霊
岸
島
か
ら
宮
城
県
の
塩

竃
ま
で
の
水
準
測
量
※
1
を
実
施

し
、
各
地
に
几
号
高
低
標
を
設
置

し
ま
し
た
。
几
号
高
低
標
と
は
、

日
本
初
の
近
代
的
な
高
低
測
量
を

行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
水
準
点

で
す
。
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
の
指
導

を
受
け
て
英
国
式
測
量
が
行
わ
れ

た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
で
使
用
し
て

い
る「
不
」の
字
に
似
て
い
る
マ
ー

ク
が
几
号
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
几
号
は
、
建
物
や
鳥
居
な
ど

の
永
久
構
築
物
※
2
に
刻
印
さ
れ

ま
す
が
、
ま
れ
に
独
立
し
た
標
石

に
刻
印
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　
現
在
は
、全
国
的
に
見
て
も
几
号

高
低
標
の
残
存
数
は
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
内
に
は
高
低
標

の
役
割
を
も
つ
里
程
標
が
１
基
現

存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
清

水
地
区
に
あ
る
も
の
で
、
明
治
22

年（
1
8
8
9
年
）に
宮
城
県
が
陸

羽
街
道
に
設
置
し
ま
し
た
。
仙
台

芭
蕉
の
辻
を
起
点
と
し
て
北
と
南

に
設
置
さ
れ
、
北
は
22
里
の
有
馬

村
下
大
沢
田
囲（
金
成
地
区
の
北

端
）、南
は
15
里
の
白
石
市
越
河
ま

で
あ
り
、
高
清
水
地
区
に
あ
る
も

の
は
北
14
里
の
地
点
で
す
。
こ
れ

ら
の
里
程
標
は
、
高
低
標
に
兼
用

す
る
と
記
載
さ
れ
た
文
書
が
残
っ

て
い
て
、
実
際
に
、
高
清
水
地
区

に
設
置
さ
れ
て
い
る
里
程
標
の
下

部
に
は
几
号
の
刻
印
が
あ
り
、
几

号
高
低
標
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
1
地
上
の
２
点
間
の
高
低
差
や
任
意
の

地
点
の
標
高
を
求
め
る
測
量
の
こ
と
。

※
2
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鋼
材
、
鉄
骨
な
ど

耐
久
性
の
高
い
材
料
で
作
ら
れ
、
土

地
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
長
期

間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
建
物
な

ど
の
こ
と
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

い
。

●
期
間
　
10
月
28
日（
水
）ま
で

●
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
指
定

施
設

各
地
区
共
通
施
設

□
総
合
支
所

築
館
地
区

□
市
役
所

□
市
消
防
庁
舎

□
市
立
図
書
館

□
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

つ
き
だ
て
館（
昆
虫
館
）

□
栗
原
文
化
会
館

若
柳
地
区

□
若
柳
公
民
館

栗
駒
地
区

□
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

鶯
沢
地
区

□
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

志
波
姫
地
区

□
志
波
姫
公
民
館

□
く
り
は
ら
交
流
プ
ラ
ザ（
エ

ポ
カ
21
）

□
く
り
こ
ま
高
原
駅
オ
ア
シ
ス

セ
ン
タ
ー

※

施
設
ご
と
に
開
放
日
時
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
確
認
す
る
か
、
各
施
設
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

一
部
施
設
は
、
熱
中
症
特
別
警
戒
情

報
の
発
表
が
な
い
と
き
で
も
、
涼
む

場
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

農
作
業
安
全
確
認
運
動

実
施
中

　
９
月
30
日（
水
）ま
で
農
作
業
夏

の
熱
中
症
等
声
か
け
期
間
で
す
。

農
作
業
時
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
、
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
対
策
の
実
践
・
確
認
項
目

□
農
作
業
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
り
、

入
浴
で
暑
さ
に
慣
れ
る

□
農
作
業
を
始
め
る
直
前
に
冷

た
い
飲
み
物
や
タ
オ
ル
な
ど

で
体
を
冷
や
す

□
20
分
お
き
に
休
憩
し
、
の
ど

が
渇
い
て
い
な
く
て
も
コ
ッ

プ
１
杯
〜
２
杯
を
目
安
に
水

分
を
補
給
す
る

□
単
独
作
業
を
で
き
る
だ
け
避

け
る
。
ま
た
、
単
独
作
業
を

す
る
場
合
は
家
族
で
定
期
的

に
確
認
す
る

□
フ
ァ
ン
付
き
ウ
ェ
ア
や
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
対
策
ア

イ
テ
ム
を
活
用
す
る

●
代
表
的
な
熱
中
症
の
症
状

　
汗
を
か
か
な
い
、
体
が
熱
い
、

め
ま
い
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
倦

怠
感
、
判
断
力
の
低
下

●
症
状
が
出
た
時
の
応
急
処
置
な
ど

□
作
業
を
中
断
し
て
涼
し
い
環

境
に
避
難
す
る

□
水
分
と
塩
分
を
補
給
し
て
、

ぬ
れ
た
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を

冷
や
す

□
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る

　
産
業
経
済
部
農
政
園
芸
課

☎（
22
）１
１
３
５

水
路
や
た
め
池
な
ど

の
水
難
事
故
に
注
意

　
農
業
用
水
の
増
加
や
梅
雨
や
台

風
に
よ
る
降
水
量
の
増
加
に
よ
り
、

水
路
や
た
め
池
な
ど
が
増
水
す
る

時
期
で
す
。
水
の
流
れ
も
非
常
に

速
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
水
の
事
故
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
の
水
難
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
た
め
池

や
水
路
、
頭
首
工
、
河
川
か
ら
の

取
水
口
、
ダ
ム
、
沼
な
ど
で
は
、

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

251 市
内
の
文
化
財
散
策

明
治
の
水
準
測
量
と
宮
城
県
里
程
標

▲

高清水善光寺の車道入口北側
　にある几号高低標

種
　
別
　
歴
史
資
料

▲６月７日に開催された東京高清水会

　
　
　
　
　
　
　 

れ
い 

が
ん  

じ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ご
う 

こ
う 

て
い
ひ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ひ
ょ
う
せ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

り  

て
い
ひ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
り
く

  

う
　
か
い  

ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り  

ま

 
む
ら 
し
も  

お
お  

ぞ
わ
　
た
　 

が
い

　
　 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ 

い
し
　
し
　
こ
す 

ご
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

け
ん

た
い



２１　　広報くりはら　令和８年７月１日 広報くりはら　令和８年７月１日　　２０各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

▲昨年の栗原市民まつり

栗
原
市
民
ま
つ
り
の

開
催
時
期
変
更

　
暑
さ
な
ど
を
考
慮
し
、
栗
原
市

民
ま
つ
り
の
開
催
時
期
を
こ
れ
ま

で
の
８
月
か
ら
10
月
へ
変
更
し
ま

す
。

　
実
り
の
秋
な
ら
で
は
の
豊
か
な

地
域
資
源
や
食
の
魅
力
を
楽
し
み

な
が
ら
、
栗
原
の
元
気
と
魅
力
を

市
内
外
へ
発
信
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
31
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
特
設
会
場

※

イ
ベ
ン
ト
詳
細
な
ど
詳
し
く
は
、
今
後

発
行
す
る
広
報
く
り
は
ら
で
お
知
ら
せ

し
ま
す

　
産
業
経
済
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

救
急
安
心
キ
ッ
ト
を
配
布

　
救
急
安
心
キ
ッ
ト
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
飲
ん
で
い
る
薬
の
情
報

な
ど
を
保
管
す
る
も
の
で
す
。
急

病
な
ど
で
救
急
車
を
呼
ん
だ
時
に

適
切
な
処
置
に
つ
な
が
り
ま
す
。

次
の
と
お
り
配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
令
和
８
年
度
中
に
65
歳
以
上

に
な
る
高
齢
者
の
み
で
構
成

す
る
世
帯
の
人

②
家
族
と
同
居
し
て
い
る
が
、

日
中
は
１
人
に
な
る
こ
と
が

多
い
高
齢
者
、
障
害
者
、
65

歳
未
満
で
も
健
康
に
不
安
が

あ
る
人

●
配
布
方
法

□
①
の
人
は
、
民
生
委
員
が
順

次
訪
問
し
、
配
布
し
ま
す
。

□
②
の
人
は
、
各
総
合
支
所
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
で
申
請
後
、

そ
の
場
で
配
布
し
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）1
3
4
0

個
別
避
難
計
画

　
個
別
避
難
計
画
は
、
災
害
が
起

き
た
際
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
支

援
が
必
要
な
人
が
、
地
域
の
助
け

合
い
に
よ
っ
て
安
全
な
場
所
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
計

画
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
支
援
が

必
要
な
人
ま
た
は
、
そ
の
家
族
で

作
成
す
る
他
、
地
域
の
関
係
者
と

共
に
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
支
援
が
必
要
な
人
の

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
を
対

象
に
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
要
介
護
認
定
３
〜
５
を
受
け

て
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

　（
総
合
等
級
）の
第
１
種
を
持
っ

　
て
い
る
身
体
障
害
者

③
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る

知
的
障
害
者

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
を
持
っ
て
い
る
単

身
世
帯
の
人

⑤
難
病
を
抱
え
て
い
て
、
避
難

支
援
の
必
要
性
が
あ
る
人

⑥
在
宅
酸
素
療
法
患
者

⑦
そ
の
他
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
が
避
難
支
援
の
必
要
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
人

●
作
成
の
流
れ
　
対
象
者
に
は
、

通
知
を
送
付
し
ま
す
。
新
た
に

支
援
が
必
要
な
人
の
名
簿
へ
登

録
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合

わ
せ
先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）1
3
4
0

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間

　
７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
安
心
な
明
る
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
の
運
動
で
す
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）1
3
4
0

在
宅
高
齢
者
寝
具
洗
濯

等
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
る

●
内
容
　
掛
布
団
、敷
布
団
、毛
布

　
各
一
式
を
洗
濯
、
乾
燥
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
７
月
31
日（
金
）ま

で
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程

□
集
荷
日
　
８
月
17
日（
月
）

□
仕
上
が
り
日
　８
月
31
日（
月
）

※
日
程
は
今
後
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
利
用
料
　
　
　
　
1
2
0
0
円

※
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
に
発
行
さ
れ
る
納

入
通
知
書
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
寝
具
洗
濯
の
間
、
代

替
の
布
団
を
希
望
す
る
人
に
は
、

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）1
3
５
0

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

介
護
予
防
短
期
集
中

型
サ
ー
ビ
ス

　
長
時
間
歩
く
こ
と
が
大
変
、
食

事
中
に
む
せ
て
食
べ
に
く
い
な
ど
、

日
常
生
活
の
し
づ
ら
さ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
短
期
集
中
型
サ
ー
ビ
ス
で
、
今

ま
で
や
っ
て
い
た
家
事
を
続
け
た

り
、
趣
味
を
再
開
し
た
り
と
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
り
ま
せ
ん

か
。

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

□
要
支
援
１
ま
た
は
、
要
支
援

２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

□
65
歳
以
上
で
、
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
り
事
業
対
象

に
該
当
し
た
人

●
内
容
　
通
所
と
訪
問
の
２
種
類

か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
実
施
期

間
は
、
い
ず
れ
も
３
カ
月
で
す
。

□
通
所
サ
ー
ビ
ス
　
週
に
１
回

程
度
、
全
15
回
実
施
し
ま
す
。

運
動
、
口
腔
、
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

□
訪
問
サ
ー
ビ
ス
　
運
動
機
能

の
維
持
・
向
上
や
、
体
調
や

病
気
に
合
わ
せ
た
栄
養
改
善

を
目
指
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

の
専
門
職
ま
た
は
、
管
理
栄

養
士
が
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

●
料
金
　
　
　
　
１
回
5
0
0
円

●
利
用
方
法
　
居
住
す
る
地
区
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
事

前
相
談
が
必
要
で
す
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
生
活
の
困
り
ご
と
を
確

認
し
、
支
援
内
容
な
ど
を
提
案

の
上
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）1
3
5
0

　
築
館
・
志
波
姫
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
24
）8
0
8
0

　
若
柳
・
金
成
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
42
）3
2
3
3

　
栗
駒
・
鶯
沢
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
45
）2
4
7
1

　
瀬
峰
・
高
清
水
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
59
）3
8
6
1

　
一
迫
・
花
山
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
52
）2
1
1
0

　
栗
駒
山
な
ど
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
走
り
ま
せ
ん
か
。

　
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
の
栗

原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
少
な
く
、
好
記

録
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
８
日（
日
）

　
午
前
８
時
40
分
〜

●
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

　
若
柳
中
学
校
前

●
ゲ
ス
ト

□
栗
原
ド
リ
ー
ム
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・

　
ミ
ズ
ノ
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

　
高
橋
　千
恵
美
　氏

　
□
ほ
や
ド
ル
　萌
江
　氏

●
部
門
別
定
員（
先
着
順
）

□
ハ
ー
フ
　
　
　
　
８
０
０
人

□
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　
２
０
０
人

□
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　
１
０
０
人

□
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　
１
０
０
人

□
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
親
子
ペ
ア

２
０
０
組

●
参
加
費

□
ハ
ー
フ
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　
５
千
円

□
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
２
キ
ロ
メ
ー

　
ト
ル
親
子
ペ
ア
　
　  

３
千
円

●
申
し
込
み
　
９
月
１
日（
火
）ま

で
、ラ
ン
ニ
ン
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
更
新
日
は
８
月
１
日

で
す
。
対
象
者
に
資
格
確
認
書
な

ど
を
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
と
限
度
区

分
の
記
載
　
次
の
人
は
、
各
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

限
度
額
適
用
認
定
証
が
必
要

な
人

□
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
で
、
新
規
に
限
度
区
分

の
表
示
を
希
望
す
る
人

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　 

今
年
度
か
ら
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
制
度
に
よ
り
、
医

療
保
険
分
と
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
分
ご
と
に
被
保
険
者
が

　
等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」

　
と
所
得
に
応
じ
た「
所
得
割
額
」

 

　
を
合
計
し
て
計
算
し
ま
す
。
保

険
料
額
決
定
通
知
は
７
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
６

　 

　
教
育
部
社
会
教
育
課
　
☎（
42
）3
5
1
4

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
更
新

　 

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課
　
☎（
22
）０
３
７
０

ラ
　
　
ン
　
　
ネ
　
ッ
　
トＲＵＮＮＥＴ

ウェブサイト

た
か 

は
し
　
　
ち
　
　
え
　 

み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　 

え

資格確認書 特定記録郵便マイナ保険証を
持っていない人

マイナ保険証を
持っている人

資格情報の
お知らせ 普通郵便

資格情報の
お知らせ 普通郵便

84歳以下で
マイナ保険証を
持っている人

保険料額
決定通知 普通郵便後期高齢者医療

制度の加入者

資格確認書 特定記録郵便
85歳以上の人、
84歳以下でマイ
ナ保険証を持っ
ていない人

対象者 送付物 送付方法

対象者 送付物 送付方法

●国民健康保険に加入している人

●後期高齢者医療制度に加入している人
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▲昨年のダンスフェスティバル

▲やなせなな氏

く
り
は
ら
の
医
療
介
護

フ
ェ
ア

　
生
活
で
役
立
つ
話
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
４
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
内
容

□
第
１
部
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
地
域
の
医
療
・
介
護
専
門
職

に
よ
る
展
示
、
ミ
ニ
相
談
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
福
祉
用
具
・

お
ふ
ろ
体
験
、縁
日
コ
ー
ナ
ー

□
第
２
部
　
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
　
や
な
せ
な
な
制
作
映

画
上
映
と
コ
ン
サ
ー
ト

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
21
）５
３
５
７

第
 61
回
宮
城
水
彩
展

栗
原
展

　
宮
城
水
彩
展
出
展
作
品
の
中
か

ら
、入
賞
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
17
日（
金
）〜
26
日

　（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

21
日（
火
）は
休
館
日

※

最
終
日
は
正
午
ま
で

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
栗
原
文
化
会
館☎（

23
）１
２
３
４

く
り
は
ら
遺
跡
発
掘

「
令
和
７
年
度
実
施
の

発
掘
調
査
展
」

　
令
和
７
年
度
の
主
な
発
掘
調
査

の
成
果
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
や
出

土
遺
物
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
17
日（
金
）〜
９
月

13
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
は
休
館

●
場
所
　
一
迫
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー（
山
王
ろ
ま
ん
館
）

●
展
示
内
容

□
源
光
遺
跡（
築
館
地
区
）

□
筒
の
池
遺
跡（
高
清
水
地
区
）

□
経
ケ
崎
遺
跡（
高
清
水
地
区
）

□
高
清
水
城
跡（
高
清
水
地
区
）

□
坂
ノ
下
浦
Ⅱ
遺
跡（
瀬
峰
地
区
）

●
入
館
料

□
一
般
　
　
　
　
　
２
１
０
円

□
小
・
中
学
生
、
高
校
生

１
１
０
円

　
教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

カ
ン
テ
ラ
ま
つ
り

　
約
３
０
０
個
の
カ
ン
テ
ラ
が
、

坑
道
内
を
幻
想
的
に
照
ら
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
18
日（
土
）〜
８
月

31
日（
月
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

午
後
４
時
30
分
最
終
入
場

●
場
所
　
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク
観

光
坑
道
内

●
料
金

　
□
大
人
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
□
中
学
・
高
校
生
　
４
０
０
円

　
□
小
学
生
　
　
　
　
3
0
0
円

　
□
未
就
学
児
　
　
　
　
　
無
料

　
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

☎（
55
）3
2
1
5

市
民
講
座
く
り
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
で

き
る
ま
で
。

　
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
来

年
４
月
に
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
10
周
年
に
向
け
て
市
民
講
座

を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

□
第
３
回
講
座
　
７
月
25
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容
　
く
り
で
ん
の
建
築
物
を

テ
ー
マ
に
し
た
市
民
講
座

●
定
員
　
50
人
　

●
参
加
費
　
無
料

●
講
師
　

□
山
形
大
学
　教
授

　
永
井
　康
雄
　氏

□
一
橋
大
学
　教
授

　
高
嶋
　修
一
　氏

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

２
０
２
６

●
日
時
　
８
月
30
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分

※

午
後
１
時
開
場

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
入
場
料
　
　
　
　
　
５
０
０
円

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、
７
月
４
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
、
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

で
販
売
し
ま
す
。

※

チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
た
場
合
、
当
日

券
は
販
売
し
ま
せ
ん
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

放
射
能
関
連
相
談

　
食
品
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※

市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

映
像
を
募
集

 

　
市
の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し
た

映
像
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
作
品
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
市

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
す
る
他
、

優
秀
作
品
１
点
を
、
ｋ
ｈ
ｂ
東
日

本
放
送
主
催
の「
み
や
ぎ
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」へ
、
市
の
代
表
作

品
と
し
て
出
品
し
ま
す
。
ぜ
ひ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
申
込
期
限
　
７
月
31
日（
金
）

　
午
後
５
時
　
※
必
着

●
作
品
提
出
期
限
　
８
月
17
日（
月
）

　
午
後
５
時
　
※
必
着

●
賞
金

　
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
応

募
作
品

□
ｋ
ｈ
ｂ
大
賞
　
　
　
10
万
円

□
金
賞
　
　
　
　
　
　
７
万
円

□
銀
賞
　
　
　
　
　
　
６
万
円

□
銅
賞
　
　
　
　
　
　
５
万
円

□
部
門
賞
　
　
　
　
　
４
万
円

□
参
加
賞
　
　
　
　
　
３
万
円

　
そ
の
他
の
応
募
作
品

　
　
Ｙｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
市
公
式
チ
ャ

　
ン
ネ
ル
で
公
開
し
、
令
和
９
年

２
月
末
日
ま
で
の
視
聴
回
数
の

順
位
で
、
賞
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
１
位
　
　
　
　
２
万
５
千
円

□
２
位
　
　
　
　
１
万
５
千
円

□
３
位
　
　
　
　
　
　
１
万
円

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
申
込
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
持
参

ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

　
　
　koho@

kuriharacity.jp

　
今
年
も
劇
団
四
季
が
や
っ
て
き

ま
す
。
今
年
は「
本
当
の
こ
と
を

い
う
勇
気
」を
テ
ー
マ
に
物
語
を

上
演
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
24
日（
土
）

　
午
後
３
時
30
分
〜

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
内
容
　
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
王
様
の
耳
は

ロ
バ
の
耳
」の
上
演

●
入
場
料
　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
８
月

２
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
、
若

柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
、
劇
団
四

季
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
販
売

し
ま
す
。

　　
全
席
指
定

□
一
般（
中
学
生
以
上
）

５
５
０
０
円

□
３
歳
〜
小
学
生

３
５
０
０
円

※

当
日
券
は
５
０
０
円
増
し
。

※

チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
た
場
合
、
当
日

券
は
販
売
し
ま
せ
ん
。

な
が
　
い
　
　 

や
す
　
お

た
か 

し
ま
　
し
ゅ
う 

い
ち

ユ
　
ー
　
　
チ 

ュ 

ー 

ブ

ユ
　
ー
　
　
チ 

ュ 

ー 

ブ

劇団四季
チケット予約

SHIKI
 ON-LINE 

TICKET

　
詩
人
・
白
鳥
省
吾
の
功
績
を
顕

彰
す
る
た
め
、
口
語
自
由
詩
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
期
限
　
10
月
31
日（
土
）

※

当
日
消
印
有
効

●
募
集
内
容
　「
自
然
」、「
人
間
愛
」

　
の
い
ず
れ
か
を
テ
ー
マ
に
し
た

自
作
の
未
発
表
作
品
で
、
１
人

２
編
以
内
。

　
　
１
編
に
つ
き
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
以
内
で
、
楷
書

に
よ
る
縦
書
き
と
し
ま
す
。

●
賞
金（
奨
学
金
）

一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

□
最
優
秀
賞
　
１
編
　
15
万
円

□
優
秀
賞
　
２
編
　
各
10
万
円

□
ふ
る
さ
と
賞（
市
内
在
住
の
応
募

　
者
か
ら
選
定
）１
編
　
５
万
円

小
・
中
学
生
の
部

□
最
優
秀
賞
　
１
編
　
10
万
円

□
優
秀
賞
　
２
編
　
各
５
万
円

□
特
別
賞
　
３
編
　
各
３
万
円

●
応
募
方
法
　
市
内
各
施
設
に
設

置
の
募
集
要
項
　
を
確
認
の
上
、

市
立
図
書
館
に
直
接
持
参
ま
た

は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
先

　
〒
９
８
７-

２
２
５
２

　
栗
原
市
築
館
薬
師
三
丁
目
３
番

26
号
　
白
鳥
省
吾
記
念
館

　
白
鳥
省
吾
賞「
詩
」募
集
事
務
局

第
 28
回
白
鳥
省
吾
賞「
詩
」作
品
募
集

　 

　
白
鳥
省
吾
記
念
館
　
☎（
23
）7
9
6
7

劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

王
様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳

　 

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
　
☎（
32
）６
６
０
０
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ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

参
加
者
募
集

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
悩
ん
で
い
る

人
に
気
付
き
、
声
を
か
け
、
必
要

な
相
談
に
つ
な
げ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程

□
第
１
回
　
７
月
21
日（
火
）

　
あ
な
た
も
誰
か
の
ゲ
ー
ト
キ
ー

　
パ
ー
〜
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

役
割
と
活
動
の
実
際
〜

□
第
２
回
　
８
月
25
日（
火
）

　
傾
聴
は
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
〜
相

手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

聴
く
〜

□
第
３
回
　
10
月
上
旬
予
定

　
詳
細
は
、
決
定
し
次
第
、
申

込
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所
　
市
消
防
庁
舎

●
定
員
　
40
人
　
※
先
着
順

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
７
月
15
日（
水
）ま

で
、
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

　
各
保
健
推
進
室

親
子
工
場
見
学
ツ
ア
ー

 in
く
り
は
ら

　
小
・
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、

市
内
の
工
場
で
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
製
造
工
程
の
見
学

や
、
工
場
な
ら
で
は
の
体
験
が
で

き
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
　
７
月
21
日（
火
）〜
８
月

７
日（
金
）

●
対
象
　
市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
な
ど

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
各
開
催
日
の
６
日

前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
日
、
会
場
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
2
2
0

い
の
ち
を
守
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン「
み
ん
な
の
大
切

な
い
の
ち
」標
語
募
集

　
家
庭
や
社
会
で
の
孤
立
、
経
済

的
な
困
窮
な
ど
に
陥
ら
ず
に
誰
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
す
、
い
の
ち
を
守
る
啓
発
事
業

に
活
用
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
言
葉
が
誰
か
の
助
け

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
標
語
テ
ー
マ

□
い
の
ち
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
呼
び
掛
け
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
盛
り
込
ん
だ
も
の

□
い
の
ち
を
守
る
大
切
さ
を
表

現
し
た
も
の

●
令
和
７
年
度
最
優
秀
賞
作
品

　
大
丈
夫
？
　
そ
の
優
し
さ
で

　
笑
顔
咲
く

●
応
募
規
定
　
お
お
む
ね
31
字
以

内
で
、
１
人
１
点
ま
で

●
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
人

●
申
し
込
み
　
８
月
28
日（
金
）ま

で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
　
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
問
い

合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※

市
内
学
校
の
小
・
中
学
生
、高
校
生
は
、

　
学
校
経
由
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）１
３
４
０

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
４
０

定
期
救
命
講
習

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

立
つ
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
26
日（
日
）  

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
市
消
防
庁
舎

●
内
容
　
応
急
手
当
の
必
要
性
や
、

 

心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
の
使
い

方
、
止
血
方
法
や
の
ど
を
詰
ま

ら
せ
た
と
き
の
処
置
方
法
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習

●
対
象
　
市
内
に
居
住
、
在
勤
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

●
定
員
　
10
人
　
※
先
着
順

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
７
月
15
日（
水
）ま

で
、
問
い
合
わ
せ
先
に
備
え
付

け
の
応
急
手
当
講
習
受
講
申
請

書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
警
防
課

☎（
22
）８
５
１
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
16
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
10
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
11
戸

●
申
し
込
み
　
募
集
物
件
、
応
募

条
件
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

一金　50万円
一金　10万円

軽トラック  　　１台
一金　50万円

4月30日（木）
５月  1日（金）
５月21日（木）
５月28日（木）

企業版ふるさと納税

プ　レ　イ　ボ　ー　イ　ズ　　　カ　ー　　　  ク　ラ　ブ

一金　  ５万円

ユニ･チャーム初潮セット　728個

4月23日（木）

４月23日（木）

●PLAYBOYZ　CAR　CLUB　様
●株式会社オーツーコーポレーション　様
　ユニ･ケアー株式会社　様

●株式会社富士防災　様
●弁護士法人岡野法律事務所　様
●有限会社及川商会　様
●有限会社カーショップサトー　様

一般寄付

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和８年５月末現在、（　）は前月比

●　58,473人（△77）
　 男：28,601人（△24）  女：29,872人（△53）

●　24,639世帯（8）
●　 16人 ●　  85人
●　94人 ●　102人

 7 月31 日（金）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

国民健康保険税（第３期）
固定資産税（第２期）

総務部税務課  ☎（２２）1121
後期高齢者医療保険料（第１期）

市民生活部健康推進課  ☎（２２）０３７０

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す

イ
ン

お
わ
び
と
訂
正

　
６
月
１
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

　
16
ペ
ー
ジ

住
宅
耐
震
改
修
な
ど
で
固
定
資

産
税
が
減
額
の
要
件

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

正
　
③
改
修
後
の
住
宅
の
床
面

積
が
40
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

２
４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

誤
　
③
改
修
後
の
住
宅
の
床
面

積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

２
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

省
エ
ネ
改
修

正
　
②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面

積
が
40
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

２
４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

誤
　
②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面

積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

２
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

※企業版ふるさと納税は、産業
　戦略課に問い合わせください。

総務部管財課 ☎（２２）１１１６
産業経済部産業戦略課
　　　　　　 ☎（２２）１220

県ウェブサイト

親子工場見学ツアー
in くりはら
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国
民
年
金
保
険
料

免
除
な
ど
の
申
請

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
状
態
で
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
納
付
の

免
除
や
猶
予
と
な
る「
保
険
料
免

除
制
度
」や「
納
付
猶
予
制
度
」が

あ
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
申
請
は
、
７
月

分
か
ら
令
和
９
年
６
月
分
ま
で
の

期
間
を
対
象
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
申
請
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
は
、

も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
を
養
成
す
る

厚
生
労
働
省
所
管
の
４
年
制
大
学

校
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

施
設
見
学
や
体
験
授
業
を
実
施
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
25
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

●
場
所
　
東
北
職
業
能
力
開
発
大

学
校

●
内
容
　
学
校
概
要
説
明
、
各
科

説
明
、
施
設
見
学
、
体
験
授
業

●
申
込
期
限
　
７
月
24
日（
金
）

※

詳
し
く
は
、
東
北
職
業
能
力
開
発
大

学
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

☎（
22
）6
6
1
4

栗
原
市
視
覚
障
害
者

情
報
交
流
会

●
日
時
　
７
月
28
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容

□
懇
談
会

□
視
覚
障
害
者
向
け
用
具
の
紹

介
と
体
験

●
対
象
　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

と
そ
の
家
族
、
支
援
者
な
ど

※

障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
定
員
　
20
人
程
度

　
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
234
）４
０
４
７

く
り
は
ら
神
楽
ま
つ
り

　
栗
原
市
神
楽
保
存
伝
承
協
議
会

に
加
盟
す
る
10
団
体
が
、
式
舞
や

劇
舞
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
19
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※

午
前
９
時
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
千
円

※

高
校
生
以
下
無
料

　
栗
原
市
神
楽
保
存
伝
承
協
議
会

事
務
局
　
高
橋
　

☎
０
９
０（
１
０
６
２
）３
７
７
７

フ
ラ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
開
催

　「
２
０
２
６
年
　Ｓ
ｕ
ｎ
　Ｃ
ｕ
ｅ

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
　Ｄ
ａｙ
　Ｈ
ｕ
ｌ
ａ

や
っ
ぱ
夏
だ
よ
ね
！
　 iｎ
　Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
シ
ョ
ー
や

マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
催
し
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時
　
８
月
２
日（
日
）正
午
〜

※

午
前
11
時
30
分
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
費
用

　
□
前
売
券
　
　
　
　
5
0
0
円

□
当
日
券
　
　
　
　
6
0
0
円

※

小
・
中
学
生
無
料

※

全
席
自
由

　
フ
ラ
フ
ェ
ス
事
務
局

☎
０
８
０（
６
０
０
１
）０
１
２
６

第
 71
回
仙
北
青
少
年

水
泳
大
会

●
日
時
　
８
月
16
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜

※

受
け
付
け
は
午
前
７
時
か
ら

●
場
所
　
若
柳
中
学
校
プ
ー
ル

※

50
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

●
対
象
　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般

●
種
目

□
自
由
形（
50
・
１
０
０
・
２

０
０
メ
ー
ト
ル
）

※

２
０
０
メ
ー
ト
ル
は
中
学
生
以
上

□
平
泳
ぎ（
50
・
１
０
０
メ
ー

ト
ル
）

□
背
泳
ぎ（
50
・
１
０
０
メ
ー

ト
ル
）

□
バ
タ
フ
ラ
イ（
50
・
１
０
０

メ
ー
ト
ル
）

□
個
人
メ
ド
レ
ー（
２
０
０
メ
ー

　
ト
ル
）

□
リ
レ
ー（
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）

□
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー（
２
０
０

メ
ー
ト
ル
）

※

リ
レ
ー
種
目
は
、
４
人
１
チ
ー
ム

●
参
加
費
　
　
　
　
１
人
２
千
円

※

大
会
当
日
、
受
け
付
け
で
納
入

●
申
込
期
限
　
７
月
21
日（
火
）

●
申
し
込
み
　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
入
力

の
上
、問
い
合
わ
せ
先
の
Ｅ
メ
ー

　
ル
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
水
泳
協
会
事
務
局
　
高
橋

　
　
　kurihara.suikyou@

gm
ail.com

令
和
８
年
度
自
衛
官

な
ど
の
募
集

航
空
学
生

●
受
験
資
格

□
海
上
自
衛
隊
　
18
歳
以
上
24

歳
未
満
の
人

□
航
空
自
衛
隊
　
18
歳
以
上
24

歳
未
満
の
人

●
受
付
期
限
　
８
月
28
日（
金
）

●
試
験
日

□
１
次
試
験
　
９
月
19
日（
土
）、

　
26
日（
土
）

※

第
２
次
試
験
以
降
は
、
第
１
次
試
験

の
合
格
者
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

一
般
曹
候
補
生

●
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
人

●
受
付
期
限
　
９
月
１
日（
火
）

●
試
験
日

□
１
次
試
験
　９
月
16
日（
水
）〜

　
９
月
23
日（
水
）

※

い
ず
れ
か
１
日
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

※

第
２
次
試
験
は
、
第
１
次
試
験
の

合
格
者
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

防
衛
大
学
校（
一
般
）

●
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
人

●
受
付
期
限
　
10
月
15
日（
木
）

●
試
験
日

　
□
１
次
試
験
　
10
月
31
日（
土
）

防
衛
医
科
大
学
校（
医
学
科
学
生
）

●
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
人

●
受
付
期
限
　
10
月
８
日（
木
）

●
試
験
日

　
□
１
次
試
験
　
10
月
24
日（
土
）

防
衛
医
科
大
学
校（
看
護
科
学
生
）

●
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
人

●
受
付
期
限
　
10
月
２
日（
金
）

●
試
験
日

　
□
１
次
試
験
　
10
月
17
日（
土
）

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
栗

原
地
域
事
務
所☎（

22
）４
２
９
９

国
際
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

に
注
意

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
外
国
人

か
ら「
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
」な
ど

の
甘
い
言
葉
で
信
頼
を
さ
せ
た
の

ち
、
送
金
を
さ
せ
る「
国
際
ロ
マ

ン
ス
詐
欺
」の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
相
手
か
ら「
お
金
を
送
っ
て
ほ

し
い
」や「
荷
物
を
送
る
た
め
に
送

料
や
手
数
料
を
支
払
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
も
安
易
に
送
金

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。一
度
支
払
っ

て
し
ま
う
と
返
金
を
受
け
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　
不
審
に
思
っ
た
り
、
困
っ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

　
生
活
相
談
窓
口（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）５
７
０
０

性
暴
力
被
害
相
談
支
援

　
県
で
は
、
性
暴
力
被
害
者
の
支

援
を
す
る
性
暴
力
被
害
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
宮
城
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
性
暴

力
被
害
者
の
支
援
や
相
談
、
医
療

機
関
の
受
信
費
用
の
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

□
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜

午
後
８
時

□
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

※

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

　
性
暴
力
被
害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
宮
城
☎
０
１
２
０（
556
）４
６
０

オープン
キャンパス

東北職業能力
開発大学校
ウェブサイト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ン
　
　
　 

キ 

ュ 

ー

サ
　
　
マ
　
　
ー
　
　
　
　
　 

デ
　
イ
　
　
　
　 

フ
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
　
　 

ク
　
　
リ

　
　
ハ
　
　
　
ラ

市スポーツ協会
ウェブサイト

申込書



広報くりはら　令和８年７月１日　　２８

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

今月の表紙：立派に育てたイワナを持つ數又貞男さん
かず また さだ  お

　「身に着けた人の生活を彩れることが
刺しゅうの魅力」と話す刺しゅう作家兼
イラストレーターの柴崎真理子さん。自
身の作品制作とその販売を手掛ける店舗
を５月に栗駒地区の六日町通り商店街に
オープンしました。
　「もともとはデジタルでイラストを描
いていましたが、手に取れる形で作品を
残したいという思いから、刺しゅうを用
いたイラスト制作を始めました」ときっ
かけを話す柴崎さん。独学で技術を磨き、
２年前、友人２人と共にそれぞれの分野
で栗原を表現した展示会を開催し、刺しゅ
う作品を初めて展示しました。「発表の
機会を得たことで、作品を人に見てもら
う楽しさを知り、現在の活動につながっ
ています」と当時を振り返ります。
　もともと神奈川県に住んでいた柴崎さ
んは、移住定住イベントで六日町通り商
店街を知り夫婦で移住しました。「微力
ですが、このアトリエ兼店舗を通じて商
店街がよりたくさんの人でにぎわう場所
になってほしい」と地域への思いを語り
ます。
　店舗運営と作家活動の両立に意欲を見
せる柴崎さんの挑戦はこれからも続きま
す。

　「身に着けた人の生活を彩れることが
刺しゅうの魅力」と話す刺しゅう作家兼
イラストレーターの柴崎真理子さん。自
身の作品制作とその販売を手掛ける店舗
を５月に栗駒地区の六日町通り商店街に
オープンしました。
　「もともとはデジタルでイラストを描
いていましたが、手に取れる形で作品を
残したいという思いから、刺しゅうを用
いたイラスト制作を始めました」ときっ
かけを話す柴崎さん。独学で技術を磨き、
２年前、友人２人と共にそれぞれの分野
で栗原を表現した展示会を開催し、刺しゅ
う作品を初めて展示しました。「発表の
機会を得たことで、作品を人に見てもら
う楽しさを知り、現在の活動につながっ
ています」と当時を振り返ります。
　もともと神奈川県に住んでいた柴崎さ
んは、移住定住イベントで六日町通り商
店街を知り夫婦で移住しました。「微力
ですが、このアトリエ兼店舗を通じて商
店街がよりたくさんの人でにぎわう場所
になってほしい」と地域への思いを語り
ます。
　店舗運営と作家活動の両立に意欲を見
せる柴崎さんの挑戦はこれからも続きま
す。

【特集】
開拓者精神を受け継いで
～イワナ養殖発祥の地、耕英～
開拓者精神を受け継いで
～イワナ養殖発祥の地、耕英～

【特集】

彩りを紡ぐ刺しゅう作家

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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宮
城
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薬
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０
２
２
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）１
１
２
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しば　さき　　 ま　  り　  こ

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

マイ広報紙

柴崎　真理子　さん（栗駒六日町）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙


